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概要 
心疾患、脳卒中を発症後に在宅で療養する患者の再発予兆を見守る重要な生体情報として、心電図、血圧、運動計測が

求められる。在宅での生活中に、患者が意識することなく椅子に座るだけで血圧が計測され、ベッドに横たわるだけで心

電図が計測され、コンテンツ画像を見ながら運動するだけで、手足の動きが計測できる生体計測手段を開発した。計測し

た各種生体情報から健康見守りセンターの医療従事経験者（コーディネータ）が問診等も行い再発予兆を察し、早期に関

係機関への対応をとる再発予防・見守りシステムの開発を行った。 

 

１．まえがき 

地域包括ケアの実践を見据えて、各種生体情報から健康

見守りセンターの医療従事経験者（コーディネータ）が問

診等も行い再発予兆を察し、早期に関係機関への対応をと

る再発予防・見守りシステムの開発が必要となる。 

 

２．研究開発内容及び成果 

研究開発の内容 

① 患者の血圧が無意識のままに推定できるカフレス血圧

推定方式の確立（担当:大阪電気通信大学、奈良県立医科

大学） 

② 就寝時に患者の心電図が無意識のままに計測できる心

電図計測方式の確立（担当:大阪大学、京都府立医科大学） 

③ 患者の運動の量と質を評価するアルゴリズムの確立

（自主訓練システム）（担当：大阪電気通信大学、スキル

インフォメーションズ㈱） 

④ 上記①②③のバイタルデータを統合し集積・管理・可

視化・分析を行うクラウドサーバソフト開発のための構想

設計と確立（担当:㈱プロアシスト） 

⑤ 患者からの異常情報が入った場合、認定コーディネー

タと医師による総合判定を iPhone上での情報共有可能と

するシステムの実証実験（担当: 奈良県立医科大学、京都

府立医科大学、㈱プロアシスト） 

 

研究開発の成果 

 

大阪電気通信大学 

１）カフレス血圧設計・試作：無意識に生体情報を取得で

きるセンサとして椅子にセンサをしたカフレス血圧計の

プロトタイプを完成させた。センサ部は椅子の両袖に心電

図計測用電極を 3か所、緑色光電脈波センサを片袖に設置

した。またセンサからのデータはタブレット PCに送信さ

れ、PCの画面上に血圧推定値(BP)、心拍数(HR)、較正値

(Pbと Tb)などのデータが表示される。 

２）運動の量と質を評価する自主訓練システムキネクトの

開発：定期的な運動習慣の獲得と身体機能の評価を支援す

るために自主訓練システムを試作した。 
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大阪大学 

１）アルゴリズムの作成とパジャマの試作：不整脈検出の

アルゴリズムをプログラムとして完成させた。 

２）機械学習による不整脈検出アルゴリズム開発：導電性

繊維電極パジャマ、プロトタイプと改良品を用いた不整脈

検出アルゴリズムを提案した。 

３）実証実験およびアルゴリズムのバージョンアップ：測

定された心電図に対して医師による不整脈判定と本研究

で開発された不整脈検出手法を比較した。 

 

早稲田大学 

１）奈良県立医科大学付属病院での臨床評価：ソフトウェ

アの改良ならびにデータベース実装のアルゴリズムの検

証を行い、さらには意思決定システムの有用性について検

討した。利用者にやさしいソフトウェアの改良、システム

の安定性、妥当性についてもさらなる評価を行った。 

２）仰臥位（就寝中）のカフレス血圧計測の試み：カフレ

ス血圧計として、脈波伝搬速度をパラメータとして血圧推

定をする方法を検討した。睡眠中の体動にともなう計測部

位の移動を考慮し、脈波センサを複数アレー配置した脈波

計測デバイス(クッション脈波計)を作製した。 

３）福島県会津地域での見守りシステムの検証予備実験：

福島県会津地区での実証実験ではカフレス血圧計、容量型

（非接触電極）スマートベッド心電計から構成するシステ

ムを提案した。データ収集、データ保存は問題なく行われ

た。 

４）カフレス血圧計の普及への取組：さらにカフレス血圧

計の標準化、実用化に向け、ISO/TC121 への提案をする

ためのカフレス血圧計標準化検討委員会を発足、開催した。 

 

奈良県立医科大学・京都府立医科大学 

 大阪大学が開発しジャトー(株)により試作された未承認

の医療機器である「就寝時心電計測装置」（以下パジャマ

心電計）を用いて、被験者の心電計測を行い、得られた心

電図波形および不整脈検出マーカの妥当性を検討した。さ

らに、「カフレス血圧推定装置」(以下カフレス血圧計)を

用いて、被験者の血圧計測を行い、得られた血圧計測の妥

当性を確認した。 

 

株式会社プロアシスト 

１）コーディネータ用アプリ開発：平成 27年度にプロト

タイプを開発したデータ連携サーバーとコーディネータ

用アプリケーションの追加開発を行った。 

２）医師用アプリを開発した。 

３）実証実験：健常者ユーザ、コーディネータ、医師の協

力の下、計測ハードウェア⇔クラウドサーバー⇔コーディ

ネータ／医師用アプリケーションの接続テストを行った。 

 

スキルインフォメーションズ株式会社 

１）機器の改良： 自主訓練システムの市場評価に参加し

課題改善、性能アップを実施した。 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

病人、高齢者見守りのシステムアップを実践するための

モデルとして利用可能である。本技術要素を展開すること

により、妊産褥婦や子育て中の女性に限らず、赤ちゃん、

幼児、保育園、学校、将来的には大人、老人までを見守る

支援 PHRモデルへの展開が期待できる。 

 

４．むすび 

IoT をベースにヒトとヒトとのつながりである IoH 

(Internet of Human)がこれらの見守りにはより重要性を

増すことが考えられる。 
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